
スマートフォン対応



※このチェックはあくまで目安です。正確な判定には医療機関での診察・検査が必要です。

○が３個以上 赤信号 すでに動脈硬化が進行してる可能性があります。すぐにかかりつけ医にご相談ください。 

○が２個 黄信号 動脈硬化のリスクがあります。かかりつけ医に相談し、定期的な検査をお受け下さい。 

○が０～１個 青信号 現時点では動脈硬化のリスクは低いと考えられます。
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レーザーカテーテル
光ファイバーを内蔵し、308nmエキシマレーザー光を
照射カテーテルの種類により適応変更可能
1. 心内リード抜去術（今回薬事承認）
2. 冠動脈形成術（2001年承認済）
3. 末梢血管形成術（国内申請予定）

平成24年4月の保険適応から9月までの
半年間で、すでにエキシマレーザー冠動
脈形成術は国内130症例が報告されて
います。

国内で130症例突破
（平成24年4～9月）

入院期間は
2泊3日です。
入院費用など、
その他不明な点は
下記医療連携室まで、

お気軽に
お問い合わせください。

☎048-736-1303

従来のカテーテル手術
（バルーンカテーテル・ステント）

高度石灰化した病変には対応できなった
ステントの再狭窄が問題

慢性完全閉塞には対応が困難

エキシマレーザーによる手術
低侵襲性

高熱を伴わない光子エネルギーによる
治療のため生態組織を損傷しない

機能性
多血栓の心筋梗塞、ステント再狭窄、
高度石灰化した病変などにも対応

安全性
低温のレーザーのため、

熱による血液凝固の可能性がない

CVX-300S®エキシマレーザーシステム
エキシマレーザー（Spectranetics CVX-300S®）は、
カテーテルの先端に取り付けた照射装置からレーザー光線を放射し治療を行います。

「バルーンカテーテル」→（血管内の狭い部分で、カテーテルにつながった風船を膨らませ血管を広げる手術）
「ステント」→（網状の金属性チューブを入れて血管を広げ、血流を確保する手術）では治療出来ない、
血管内のプラーク（コレステロールなどでできた沈着物）がたまり、
それが石灰化してバルーンカテーテルやステントが
通らないほど狭くなったケースで効力を発揮致します。

エ キ シ マ レ ー ザ ー 冠 動 脈 形 成 術 の プ ロ セ ス

ガイドカテーテルに従い、病変部に到達したレーザー先端部 ガイドカテーテルに沿って進みながら
レーザーを照射し、病変組織を蒸散

病変部をすべて蒸散し、内腔を広く、元の状態に戻した状態

レーザー先端は病変組織と常に接触してい
る。レーザー光照射による光化学作用、光温度
作用、光機械作用により、蒸散された組織片は
水、ガス、微少片となって血流に吸収される。

心臓の状態 簡易チェック表

結果はコチラ

① 男性45歳以上　女性55歳以上

② 血圧が高い（最高血圧140以上 最低血圧90以上）

③ 糖尿病と言われたことがある

④ 高脂血症と言われたことがある

⑤ 運動をほとんどしない

⑥ たばこをよく吸う（1日10本以上）

⑦ 脂っこい物や炭水化物を多くとる傾向がある

⑧ 太り気味だ

⑨ ストレスを感じやすい方だ

⑩ イライラしやすい方だ


